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東アジア地域協力

人口（2004年）

一人当たりのGDP（2003年）

GDPの対前年伸び率
（2005年見通し）

日本

12,776万人

33,713ドル

1.8%

韓国

4,814万人

12,634ドル

3.7%

中国

129,650万人

1,100ドル

8.9%

フィリピン

8,299万人

978ドル

4.7%

シンガポール

434万人

21,829ドル

3.7%

カンボジア

1,363万人

305ドル

2.3%

タイ

6,239万人

2,241ドル

4.3%

ラオス

579万人

364ドル

7.0%

ミャンマー

4,991万人

179ドル

12.6%
（04年実績）

ベトナム

8,216万人

481ドル

7.4%
ブルネイ

36万人

12,973ドル

3.6%

マレーシア

2,521万人

4,141ドル

5.3%

インドネシア

21,759万人

977ドル

5.6%

0

（億人）�

5

10

15

20

25

ASEAN�
＋日中韓�

EU NAFTA MERCOSUR

0

（兆ドル）�

2

4

6

8

10

12

14

ASEAN�
＋日中韓�

EU NAFTA MERCOSUR

（兆ドル）�

ASEAN�
＋日中韓�

EU

輸出� 輸入�

NAFTA

MERCOSUR

001 12 23 3

ASEAN 日中韓� 日中韓�ASEAN

多様な東アジアの国々
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出典：ASEAN Secretariat「ASEAN Statistical Yearbook 2004」、世界銀行「World Development Indicators database」、ほか出典：外務省ウェブサイト、「世界の国一覧表2005年版」（財団法人世界の動き社）、ほか

東アジアを巡る地域協力の枠組み

ASEAN地域フォーラム（ARF）：アジア太平洋における政治・安全保障分野を協議するフォーラム

ASEAN拡大外相会議（ASEAN PMC）：ASEANとその域外対話国・機関との間の対話の場

ASEAN＋3：ASEANと日本、中国、韓国との意見交換

東南アジア諸国連合（ASEAN）：経済成長の促進、政治・経済の安定、諸問題の解決などを目指す地域協力機構

B DATA

Regional  Cooperat ion in  East  As ia

■人口（2003年）

■名目GDP（2003年）

■域内貿易（2003年）

参考：谷口誠「東アジア共同体」（岩波新書）、外務省アジア大洋州局地域政策課「目で見るASEAN」、アジア開発銀行（ADB）「Asia Economic Monitor 2005」、ほか

アジア太平洋経済協力（APEC）：アジア・太平洋地域における経
済成長、経済協力、貿易、投資を促進するための政府間協議体

ペルー、メキシコ、チリ、香港、台湾

パプアニューギニア

アメリカ、カナダ、オーストラリア、

ニュージーランド、ロシア

日本、中国、韓国

ブルネイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、

シンガポール、タイ、ベトナム
カンボジア、ラオス、ミャンマー

EU、インド

モンゴル、北朝鮮、東ティモール、パキスタン、

バングラデシュ（2006年7月）

ブルネイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、

シンガポール、タイ、ベトナム、カンボジア、ラオス、

ミャンマー、日本、中国、韓国、EU、欧州委員会、

インド（2006年9月）、モンゴル（2006年9月）、

パキスタン（2006年9月）

ASEAN＋3、オーストラリア、ニュージーランド、

アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、エルサルバドル、

キューバ、グアテマラ、コスタリカ、コロンビア、チリ、

ニカラグア、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ベネズエラ、

ペルー、ボリビア、メキシコ

GDPではEUやNAFTAにはかなわないが、中国をはじ

めとして高い成長を示すこの地域が、いずれ世界最大

の経済圏に発展する可能性は否めない。貿易について

もほかの地域機構にひけをとらない規模で、世界貿易

に占めるシェアも伸ばしつつある。域内貿易も活発で、

日本の貿易の半分近くが東アジア地域（香港、台湾を

含む）を相手にしている。今日の東アジアは、莫大な

潜在力を秘めている地域なのだ。
※1 北米自由貿易協定。アメリカ、カナダ、メキシコの3カ国が加盟。
※2 南米南部共同市場。アルゼンチン、ブラジル、パラグアイ、ウルグ
アイ、ベネズエラ（2006年7月）の5カ国が加盟。

ASEAN諸国と日本、中国、韓国を中心とする東アジ

ア地域の特徴は「多様性」にある。宗教、民族、文化、

政治体制が異なるほか、発展段階にも大きな開きがあ

る。一人当たりGDP（国内総生産）を見ると、日本の

数値は地域で一番低いミャンマーの188倍だ。人口規

模もさまざまで、中国はブルネイのなんと3,600倍。

世界の主な地域機構であるEU、NAFTA※1、MERCO

SUR※2と比較すると、東アジアの人口はEUの4.4倍、

NAFTAの4.8倍、MERCOSURの9倍と突出している。

成長する東アジア通貨危機と9.11が触媒

上の図は、東アジア地域を中心とした現在の地域協

力の枠組みを示している。ASEANを中心に、1990年

代から徐々に協力の場が広がっていった。それぞれの

機構が定期的に会合を開き、地域の経済や政治、安全

保障などについて意見を交わしている。

近年、世界規模で地域統合の動きが加速しているが、

東アジア地域でも「東アジア共同体」構想が現実味を

帯びてきた。東アジアではすでに、貿易と投資、IT、

金融、開発支援、エネルギー、テロ・海賊対策、環境、

食料、防災、知的財産権などさまざまな分野で協力が

進展している。

こうした結び付きの強化には、97年のアジア通貨危

機と2001年の9.11同時多発テロが触媒の役割を果たし

たといわれている。域内諸国が協力・交流を深め、共

に問題を解決しようというわけだ。

香港と台湾を含めた東アジアの域内貿易の割合は

53％（2003年）と半分を超えている。現在、域内では

各国が自由貿易協定の交渉を進めており、そのネット

ワークはますます強くなりそうだ。

東アジア・ラテンアメリカ協力フォーラム（FEALAC）：東アジアと中南米
の政策対話、相互理解と協力関係の強化を目的とするフォーラムアジア欧州会合（ASEM）：アジアとヨーロッパ間の関係強化を目的とする会合
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